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論 文 内 容 の 要 旨 
 

モジュラー形式の周期と多重ゼータ値の間には興味深い関係があることが知られている．本論文

は，これらの関係について得られた結果の研究報告である．本論文で述べられる主な結果は以下で

ある．まず，モジュラー形式の周期の理論で重要な偶周期多項式とモチビック多重ゼータ値の理論

で重要な伊原余作用との関係を明確にした．このことの応用として，ある多重ゼータ値の間の線形

関係式達の（線形独立なものの）個数の評価が可能になり，Brown 氏により提唱された次元予想

(2013)の部分的な解決を得る．次に，多重ゼータ値とモジュラー形式の関係の研究に於いて現れた

多重アイゼンシュタイン級数の性質を調べた．多重アイゼンシュタイン級数のフーリエ展開と伊原

余作用が密接に関係する事が金子昌信氏らの研究により示唆されているが，両者の明示的な関係を

与えた．また，金子昌信氏との共同研究において，多重アイゼンシュタイン級数の２重の場合をレ

ベル２に拡張し，重要な関係式である２重シャッフル関係式を示した．さらに，形式的２重シャッ

フル空間の性質を調べ，モジュラー形式の理論への応用として，テータ級数のべき乗の明示公式に

関する Chan-Chua 予想(2003)を解決した． 
多重ゼータ値の興味深い研究の一つに，これら実数値が張る有理数体上のベクトル空間の次元や

代数構造の研究がある．有名な問題に Zagier 氏による次元予想(1994)がある．これはモチビック多

重ゼータ値を用いて，寺杣氏(2002)や Goncharov 氏(2000)によって独立に（多重ゼータ値の実数値

としての独立性の問題を除いて）解決された．以下，次元予想の解決というと，‘独立性の問題を除

いての解決’を意味する．本論文では，最近 Brown 氏により提唱された新たな次元予想である “純

奇多重ゼータ値予想” (2013)について議論する．この予想の深さ２，３の場合は Brown 氏や Gangl-
金子-Zagier(2006)，Baumard-Schneps(2013)により解決されている．特に， Brown 氏のモチビッ

ク多重ゼータ値への伊原余作用に関する諸定理は，我々の証明において基本的な役割を果たす．今

回得られた重要な結果は，伊原余作用の計算から得られる係数を成分にもつ行列の核が偶周期多項

式と対応することである．これを用いることにより，純奇多重ゼータ値予想の深さ４の場合が解決

される． 
多重アイゼンシュタイン級数は２重の場合に Gangl-金子-Zagier(2006)によって初めて定義され

た，複素上半平面上の正則関数である．多重アイゼンシュタイン級数のフーリエ展開の定数項は多

重ゼータ値となっており，これらが張るベクトル空間は，モジュラー形式の空間を含んでいる．こ

こから直接的な多重ゼータ値とモジュラー形式の関係が得られるが，多重アイゼンシュタイン級数

の，フーリエ展開に現れるある係数に注目する事により，偶周期多項式との対応が得られる．先に

述べたことと併せると，多重アイゼンシュタイン級数のフーリエ展開とモチビック多重ゼータ値の

伊原余作用，偶周期多項式の明確な関係が得られる． 


